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平成30年 4月に供用予定の東小学校・大久保小学校の新しい統合校舎「よ

つば小学校」の建設に向けたワークショップがスタートしました。 

ワークショップとは、参加者が気軽に話し合いながら、意見をまとめて

行く方法です。よつば小学校の建設に向けては、主に教育の視点から、学

校の先生が話し合う「教職員連絡会のワークショップ」と、主に地域との 

連携の視点から、地域の方が話し合う「統合校連絡会のワークショップ」を行います。 

8月4日は、統合校連絡会の方々に、8月6日には、「教職員連絡会のワークショップ」として東小学校・

大久保小学校両校の先生方にお集まりいただきました。両日とも、上の写真のように、①選定された建設案

の説明、②参考事例の紹介、③意見交換、との進行でした。結果について、以下のとおりご報告します。 
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平成 27 年 8 月 4 日（火） 

新しい「よつば小学校」づくりワークショップ 

第 1 回 統合校連絡会 

新しい「よつば小学校」の建設に向けたワークショップがスタートしました。

よつば小学校
ワークショップニュース 
生 涯 を 通 し た 、「 み ん な の 学 校 」  づ く り に 向 け て

大久保小学校区チーム 東小学校区チーム 

* テーマ *

「学校と地域との連携のこれまでとこれから」 

平成 27 年 8 月 6 日（木） 

新しい「よつば小学校」づくりワークショップ 

第 1 回 教職員連絡会 

* テーマ *

「既存の学校の評価と新しい学校への期待」 

大久保小学校チーム 東小学校チーム 
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現在の活動の内容・評価・課題 学区統合、よつば小学校建設に際しての意見、
取組みアイデア

児
童
を
守
り
育
て
る
活
動

 防犯委員（登下校時の見守り）。 

 本の読み聞かせ（図書パートナー）。 

 植物への水やり。 

 花の苗植え、田んぼ、作物づくり。 

 学習支援。 

 児童クラブ 

（わいわい・すみれ）。 

あんしん、あんぜん
 来校者の対応（警備員、インターフォン）。

あんしん、あんぜん
 不審者対策。容易に校内に出入りできる案のため、対策が必要。 

 正門のセキュリティをしっかりしてほしい。 

 新通学路の安全マップの作成。 

 見通しのよい教室。 

その他
 個別対応用小部屋（不登校児がクールダウンできるような）、保健室

の横など。狭い方がよいかも。名札認証でシェルター的な場所。 

 児童クラブの施設の充実、調理スペースの確保。 

 図書館活動を充実させる場所。学校＋公民館の図書機能のイメージ。

児
童
や
子
ど
も
た
ち
が

参
加
す
る
活
動

 青育の活動（子どもまつり、わんぱくずもう、
キックベース・駅伝）。 

 地域のまつり、公民館まつり。 

 校庭キャンプ。 

 高齢者との世代間交流、三世代交流。 

 野球、サッカーの大会やクラブチーム活動 

 夏休みにプールに子どもを連れて行くのが大
変。でも子どもには泳がせたい。 

 運動会など地域活動の整理が必要。 

 木工教室ができるように。 

 昔あそびができる場所、いつでもだれでも。日常的な昔遊びできる
場所、だんだんと拡大する。 

 地域の方が自由に使えるスペース。 

 食育活動の場として家庭科調理室の充実。 

 トイレのスペースを広く。 

 休日に子ども達へ運動場の開放。もっと自由に使えるように。 

 雨天の時の体育授業を充実。 

地
域
の
人
た
ち
の
生
涯
学
習
活
動
 

 さつまいも収穫。 

 校庭開放、体育館の開放。 

 郷土資料館。 

 地域活動（社協会合場所、敬老慰安会、育児サ
ークル）。 

 地域クラブ活動（バレーボール他）。 

 地域活動、拠点。 

 コミュニティセンターとの役割分担。 

地域へ開放
 図書館の地域開放。地域の方が使える美術室。 

地域のスペース
地域の方が自由に使えるスペース。 

 みんなの教室、地域の方々の部屋。 

運動
 スポーツができるところ。体育館を大きく。 

 スポーツ教室（野球・サッカー・陸上）他。 

 合併することでクラブの充実に期待。 

 校長先生が教える大人の水泳クラブ。 

その他
 歴史的なものを並べる。 

 お茶クラブが活動できる和室をつくる。 

 体育館で映画会ができるように。 

 災害の時の拠点機能。 

そ
の
他
 

 現在、東小前にタウンくるのバス停がある。 

 施設管理、保守、破損の対応。 

 社協、青指の保管器具の場所確保。 

 運営委員会の諸用具等の置き場の確保（盆踊り
の材料、テント、テーブル、イス等）。 

 よつばまつりを新しい学校で行ってはどうか。 

 動物を飼育する。 

 一人暮らしの高齢者の方等が学校で昼ご飯が食べられる。 

 タウンくるのバス停を残してほしい。 

 ビールの飲める学校。 

 設計（案）の先生の休憩スペースがよい。 

 災害時にプールの水が使えるようにしてほしい。 

 地域の資材を置くスペース。 

 学校入口が 2 ヶ所ほしい。 

 社会のマナーを教える環境、場があれば。 

 日本文化を伝える。 

統合校連絡会ワークショップでは、こんな意見がありました！

「学校と地域との連携のこれまでとこれから」
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視察へ行ってきました！ 

8/6（木）大久保小学校・東小学校の学校関係者、
守口市教育委員会職員、設計担当者等で関西学院
初等部（宝塚キャンパス）へ視察に行きました。

ワークショップ 今後の予定

8 月 9 月 10 月

第１回 第２回 第３回 最終回
基
本
設
計
ま
と
め 

報
告
会
（
中
旬
） 

学校編③（9/14）学校編②（8/31）学校編①（8/6） 

地域編①（8/4） 地域編②（9/11）

関西学院初等部（宝塚キャンパス） 
地上 3 階建、2008 年 4 月開校 
スクールモットーは「見えないもの
に心を傾け夢をはぐくむ学校」 
花･緑･水に囲まれたキャンパスです。 

学校編、地域編に分かれてワークシ
ョップを行い、10 月に基本設計を
まとめていく予定です。

ダイニングルーム 
いつもは子どもたちが食事をする
場所。今回は施設概要を教えていた
だき、意見交換を行いました。 

保健室 
教員室とつながっている保健室。 
何かの際にすぐに対応できる点で
よいアイデアとの声がありました。

メディアセンター 
子どもの目線にあわせて、本が探し
やすいように工夫された開架書架。 

メディアセンター 
廊下もメディアセンターの一部。窓
側の明るい場所に読書スペースが
ありました。 
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IT ルーム 
複数のパソコンが設置された IT ル
ーム。3台ずつ並んでいるパソコン。
真ん中の先生の手元を見る用のデ
スクトップが便利そうとの意見が
ありました。 


